
２０２４年３月末

西武信用金庫

「お客さま本位の業務運営に関する
基本方針」の取組状況について



1．お客さまに最適な資産形成・資産運用への業務運営 【原則2】

お客さま一人ひとりに寄り添い、お客さまにとっての最善の利益と最適な資産形成・資産運用の支援を目指し、誠実・公正に業務を
行います。

≪アクションプラン≫ ≪取組状況≫

・より多くのお客さまに少額投資非課税制度（NISA）や個人型確定拠出年金

（iDeCo）などの優遇税制を活用しながらの資産形成・資産運用をご提案すること

で、お客さまの資産増加をご支援します。

・投資信託の収益基盤の確保は、預かり資産残高の増加による運用管理費用（信託報

酬）を主体として管理を行います。

・特定商品に偏った一律の推奨販売は行いません。

・手数料率の高い商品を優先するような推奨販売は行いません。

・少額投資非課税制度（NISA）や個人型確定拠出年金（iDeCo）などをご提案し、

多くのお客さまにご活用していただくことで、お客さまの資産増加のご支援を行っ

ております。

・預かり資産残高の増加による運用管理費用（信託報酬）を主体とした収益基盤を確

保することで、お客さまにとって最善の利益と最適な資産形成・資産運用のご支援

につなげております。

・投信の販売に際しては、当金庫のラインアップのなかからお客さま自身で商品を選

択いただいており、特定商品の推奨販売は一切行っておりません。

・当金庫における購入時手数料は、信託会社、ファンドにかかわらず上限を1.65％

（税込）と定めており、お客さまにご負担いただく手数料率を軽減しております。

また、手数料率をフラット化することによりお客さまにも分かりやすく、かつ比較

しやすくしております。
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単位：百万円
2022年3月 2023年3月 2024年3月

投信年間販売額 3,571 3,291 4,221
投信預かり残高 9,058 9,449 12,785

投信年間販売額／投信預かり残高
単位：百万円

2022年3月 2023年3月 2024年3月
投信取引口座数 4,543 5,184 5,682
投信預かり残高 9,058 9,449 12,785

投信取引口座数／投信預かり残高
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単位：百万円
2022年3月 2023年3月 2024年3月

積立投信買付件数（月間実績） 3,587 5,100 6,125
積立投信買付金額（月間実績） 58 85 122

積立投信買付件数／積立投信買付金額
単位：百万円

2022年3月 2023年3月 2024年3月
NISA口座数 3,521 4,028 5,189
NISA口座預かり残高 1,451 1,728 2,789

NISA口座数／NISA口座預かり残高

2022年3月 2023年3月 2024年3月
iDeCo 申込累計先数 2,559 3,260 3,630

iDeCo申込累計先数

※ 損保ジャパンDC証券スキーム受付先数及び信金中金スキームの受付先数をカウントしています。



2．お客さまに最適な商品・サービスの選定 【原則３】

お客さまへ提供する金融商品・サービスの選定については、さまざまな運用会社や保険会社の金融商品からお客さまの資産形成に
資することを第一優先に、公平・公正に選定します。

≪アクションプラン≫ ≪取組状況≫
・取扱商品は、特定の投信会社・生命保険会社に偏ることなく、お客さまの多様な

ニーズに応えられるようなラインアップとします。

・新商品の選定にあたっては、商品特性、お客さまのニーズや要望をふまえ、お客

さまにご提案するにふさわしい商品を選定します。

・投資信託は信金中央金庫の取次方式のみとします。

・外貨建て保険は取扱いません。

・投資信託については、信金中央金庫の取次方式のみとし、現在12社の投信会社の

商品を販売する等、特定の投信会社に偏ることなく販売するファンドの選択肢を広

げて、ラインナップの充実に努めております。

・保険商品については、全国信用金庫協会の業界統一商品を中心に、現在、生命保

険会社14社の商品を取扱う等、特定の保険会社に偏ることなく、資産運用ニーズ

や相続対策等お客さまの幅広いご要望に応える商品を取り揃えています。なお、外

貨建て保険の取扱いはございません。

・投資信託を新規採用する際には、商品の特性、リスクの所在、過去のパフォ－マ

ンス、各種手数料などを考慮しながら、お客さまに提案するにふさわしい商品を厳

選しております。

・「利益相反管理方針」を定め、利益相反管理の概要をHPに公表し、お客さまの利

益が不当に害されるおそれのある取引を適切に管理し、もってお客さまの利益を保

護しております。

※「利益相反管理の概要」

https：//www.shinkin.co.jp/seibu/about/outline/important/rieki.html
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2024年3月 金額：千円
ファンド区分 残高 構成比
国内債券型 182,232 1.4%
グローバル債券型 810,964 6.3%
国内株式型 3,416,605 26.7%
グローバル株式型 5,019,600 39.3%
国内リート 1,919,928 15.0%
グローバルリート 421,188 3.3%
国内バランス 82,133 0.6%
グローバルバランス 933,205 7.3%
合計 12,785,855 100.0%

2023年3月
ファンド区分 残高 構成比
国内債券型 275,337 2.9%
グローバル債券型 792,433 8.4%
国内株式型 1,879,790 19.9%
グローバル株式型 2,788,893 29.5%
国内リート 2,395,491 25.4%
グローバルリート 394,694 4.2%
国内バランス 108,803 1.2%
グローバルバランス 814,054 8.6%
合計 9,449,494 100.0%
2022年3月
ファンド区分 残高 構成比
国内債券型 501,360 5.5%
グローバル債券型 874,376 9.7%
国内株式型 1,766,571 19.5%
グローバル株式型 1,766,519 19.5%
国内リート 2,718,423 30.0%
グローバルリート 479,891 5.3%
国内バランス 130,274 1.4%
グローバルバランス 821,104 9.1%
合計 9,058,518 100.0%



6

新商品導入実績

ファンド名 運用会社 ファンド区分
インデックスファンドNASDAQ100（アメリカ株式） 日興アセットマネジメント 海外株式型
野村インデックスファンド・米国株式配当貴族 野村アセットマネジメント 海外株式型
スマ－ト・ファイブ（1年決算型） 日興アセットマネジメント バランス型
しんきんグロ－バル6資産ファンド（1年決算型） しんきんアセットマネジメント バランス型
年金積立Jグロ－ス 日興アセットマネジメント 国内株式型
たわらノ－ロ－ド全世界株式 アセットマネジメントOne グローバル株式型
コモンズ30ファンド コモンズ投信 グローバル株式型
たわらノ－ロ－ドＳ＆Ｐ５００ アセットマネジメントOne 海外株式型

2024年3月（2024年1月から取扱開始）
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学資保険 1 1

個人年金保険 1 1 2

終身保険 2 1 3

定期保険 1 1

医療保険 2 2 4

がん保険 1 1

傷害保険 1 1

ペット保険 1 1

債務返済支援保険 1 1 2

火災保険 1 1

地震保険 0
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がん保険 1 1
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3．手数料などの明確化 【原則４】

お客さまにご負担いただく手数料やその他の費用について、具体的な内容などを分かりやすく丁寧にご説明し、透明性を高めます。

≪アクションプラン≫ ≪取組状況≫

・お客さまにご負担いただく手数料等の費用について、その内容・料率のほか、購入

時手数料については具体的な金額を提示のうえ、分かりやすく丁寧にご説明します。

・「投資信託のご案内」「交付目論見書」「目論見書補完書面」などにより、お客さ

まにご負担いただく手数料等の費用について説明してご理解いただくとともに、購

入時手数料については、購入金額に応じた具体的な手数料をその内容・料率のほか、

購入時手数料については具体的な金額を提示のうえ、分かりやすく丁寧にご説明し

ております。



4．重要な情報のわかりやすい提供 【原則５】

お客さまにご提供する金融商品・サービスの特性、リスク・リターン、取引条件などご契約いただくにあたっての重要な
情報については、お客さまの経験・知識を考慮のうえ、ご理解とご判断をいただけるよう各種資料などを用いて分かりや
すく丁寧にご説明します。
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≪アクションプラン≫ ≪取組状況≫

・各種パンフレットなどの説明資料、「重要情報シート」などを活用して商

品の特性、リスク・リターン、取引条件について分かりやすくご説明します。

・お客さまの属性、商品の特性、情報の重要性に応じてお客さまに情報提供

します。

・特にご高齢のお客さまに対しては、ご理解をいただけるよう、より丁寧に

説明し、ご意向確認をより慎重に行います。

・各種パンフレットなどの説明資料を活用して商品の特性、リスク・リターン、

取引条件について分かりやすいご説明に努めております。

・異なる商品を容易に比較できるように「重要情報シート」を活用してお客さ

まにとって重要な情報について分かりやすいご説明に努めております。

・ご高齢のお客さまに対しては、お客さまの状況を鑑みて顧客保護及び適合性

の観点を踏まえ、例えばご家族のご同席をお願いし、より丁寧な説明と、適正

な意向確認に努めております。

※当金庫は、パッケージ商品の販売は行っておりません。

5．お客さまに最適な商品・サービスの提供 【原則６】

お客さまの資産状況、投資経験、知識および取引目的やニーズなどを把握して、お客さまごとのライフプランをふまえて、
ふさわしい金融商品・サービスをご提案、ご提供します。

≪アクションプラン≫ ≪取組状況≫

・お客さまのライフプラン・ライフイベントを把握したうえで、運用目的・運

用期間・リスク許容度などに応じたお客さまごとに適した商品・サービスの

提案・提供をします。

・ご提案するにあたり、お客さまのご意向のほか、以下の情報を把握したうえ

で適合性の原則に則して勧誘を行います。

①ご資産状況（リスク資産比率）

②リスクの考え方

③運用目的

④金融商品に対する知識と経験

・定期的なアフターフォローのほか、金融市場動向などに応じて臨時にアフ

ターフォローを実施し、継続的に保有商品の運用状況・市場動向などの投資

判断に必要な情報提供を行い、リバランス・運用方法の見直しなどをご提案

します。

・各種情報提供・セミナーの開催などを通じて、お客さまの金融リテラシーの

向上に努めます。

・「お客さまカード」およびお客さまのライフプランなどに基づき、お客さま

のご意向や投資目的などを把握したうえで、適合性の原則に則りお客さまご

とに適した商品・サービスのご提案を行っております。

・お客さまのライフプランを具体的な資金計画として明確化するために「西武

ライフシミュレーション」を活用して、家族構成、資産・収入、将来の計画

などをお客さまが回答することで、将来の資産状況や必要貯蓄額などをシ

ミュレーションして、プランのご検討をご提案しております。

・ご自身でファンド選択に迷う場合等には「西武ファンドロボ」を活用して投

資に対するいくつかの質問にお客さまが回答を入力することで、お客さまの

資産配分や投資対象ごとに複数のファンドをご提案しております。

・お客さまの保有する投資信託の運用状況等に応じて、一定条件のお客さまに

対して直近の運用状況および市況状況などの情報提供とともに、今後の運用

のご相談などのために毎年度2回の定期的なアフターフォローを実施しており

ます。

※当金庫は、パッケージ商品の販売は行っておりません。

※当金庫は、金融商品の組成に携わる金融事業者には該当いたしません。



　　年間販売額上位ランキング
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金額：千円
順
位 ファンド名 運用会社

年間
販売額

1 しんきんインデックスファンド２２５ しんきんアセット 754,055
2 トヨタ自動車/トヨタグループ株式ファンド 三井住友DSアセットマネジメント 482,856
3 しんきんＳ＆Ｐ５００インデックスファンド しんきんアセット 442,482
4 グローバル・ヘルスケア＆バイオ・ファンド 三菱UFJ国際投信 223,687
5 ＡＩ（人工知能）活用型世界株ファンド アセットマネジメントOne 217,481
6 たわらノーロード先進国株式 アセットマネジメントOne 205,529
7 しんきん好配当利回り株ファンド しんきんアセット 199,603
8 しんきん日経平均オ－プン しんきんアセット 154,031
9 たわらノーロードS&P500 アセットマネジメントOne 135,311
10 ダイワ・インド株ファンド 大和アセットマネジメント 127,776

2024年3月

定期的アフターフォロー実施状況

2023年7月実施分 2024年1月実施分
1,465先 1,397先

2024年3月
定期的アフタ－フォロ－実施先数

6．人材の育成・態勢整備 【原則２・原則７】

お客さま本位を実践するため、販売態勢の整備を行い、職員の専門知識と職業倫理を高め、コンサルティング能力をもった人材を育成
します。

≪アクションプラン≫ ≪取組状況≫

・本取組方針・アクションプランおよび取組状況・取組成果は、全役職員に周知・徹

底し、お客さま本位の業務運営を行う販売態勢を整備して定着を図ります。

・職員に対する研修等を通じて専門知識・職業倫理、コンサルティング能力の向上に

努めます。

・「金融商品販売資格制度」に基づき、検定試験に合格し、職員同席による勧誘経験

を実践して営業統括責任者の承認を受けたうえで営業担当者単独による勧誘・販売

を行います。

・本取組方針・アクションプランおよび取組状況は、全役職員に周知・徹底し、お客

さま本位の業務運営の定着を図っております。

・営業店の営業活動を支援するため、本部所属として金融資産アドバイザー、預かり

資産アドバイザー、年金アドバイザーを配置。担当店舗を臨店し営業担当者と同行

訪問して適切な勧誘を指導しながらコンサルティング能力の向上を図っております。

・投資信託等金融商品の勧誘・販売にあたっては、お客さまに商品内容、リスク等を

適切かつ十分に説明する顧客説明態勢を強化するため、独自に「金融商品販売資格

制度」を制定しております。

金融商品の勧誘・販売を行うためには、通常の証券外務員資格の取得のほか「金融

商品販売資格制度」により金融商品に対する十分な知識、顧客説明能力を認められ

た担当者だけが単独での勧誘・販売を行うこととしております。
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研修実施状況金融商品販売資格取得状況

営業活動を支援する本部アドバイザー人員

2022年3月 2023年3月 2024年3月

証券外務員登録者人数 929 920 965

(うち、金融商品販売資格取得者人数) 501 490 494

※ 金融資産アドバイザー：投資信託、iDeCoなど金融資産運用の専門アドバイザー

※ 預かり資産アドバイザー：個人の資産運用、資産活用、資産承継など資産に関する専門アドバイザー

※ 年金アドバイザー：各種年金の専門アドバイザー

2022年3月 2023年3月 2024年3月
金融資産アドバイザー 10 11 10
預かり資産アドバイザー 8 6 7
年金アドバイザー 4 4 3
合　計 22 21 20

対象年度 研修名 内容
対象
人数

顧客本位の営業と預かり資産業務を理解する 50

債券、投資信託の基礎知識、販売実務 47

資質向上力研修 証券外務員「資質向上研修」 896

内部管理責任者研修 営業責任者・内部管理責任者等研修 238

内部統括副支店長
向け研修

・お客さま本位の業務運営
・預かり資産検証能力向上のポイント

69

新任副支店長研修
各種（年金、個人ローン、ライフサポート、保険、投資信
託、確定拠出年金など）、注意点、管理者としての管理指
導ほか

28

営業力強化研修
（ベーシック）

顧客本位の営業について　ほか 24

スタートアップ研修

令和５年度
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